













































人）の 3 ・ 4 歳児が無償幼児教育を受けており、前年度よ
り 1 ％の増加を示している。2014年 5 月時点で、116,000
人の 2 歳児が週に15時間の無償幼児教育の対象となってい
る。2014年 9 月 1 日より 2 歳児の40％に相当する26万人ま
で対象が拡大される。
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下2007年に〈教育技能省　Department of Education & 
Skills〉から〈子ども・学校・家族省　Department for 










時に「幼少基礎段階　Early Years Foundation Stage」と


























































































の枠組、すなわちカリキュラムとして Birth to Three 
















3 ・ 4 歳の 2 年間が「基礎段階　Foundation Stage」と位




































































































ある。 3 ・ 4 歳児を対象とした公立ナーサリースクールと













ｂ． 2歳児保育（ 0～ 3歳児保育）
　 3 ・ 4 歳の普遍的無償幼児教育を受ける以前の乳幼児は
ネイバーフッド・ナーサリーに在籍している。中心保育
（コア・デイ）と呼ばれる 9 時15分から15時15分の 1 日の
保育料は53.91ポンド、週単位では269.55ポンドである。延










　大人と子どもの比率は 2 歳未満児で 1 ： 3 、 2 ～ 3 歳で
1 ： 4 である（ 3 ～ 4 歳は 1 ： 8 ）。保育内容は YEFS に




























　 3 ・ 4 歳児はナーサリースクールで所定の無償教育を受




















ｂ． 2歳児保育（ 2・ 3歳児保育）
　保育は EYFS の内容を徹底させるものであり、 2 歳児
の教育・発達を整えるための環境が充実している（写真
6 ）。EYFS の趣旨を保護者に伝えるための展示が豊富で、























　 そ の 一 つ が Early Years Teaching Centre（ 以 下、
EYTC）と名付けられた、政府から財源を得、センターが
ネットワークの拠点となって保育者の研修を行う事業であ



















































　 2 歳児に限らず 3 ・ 4 歳の無償幼児教育に関しても同様
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